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 以下のテーマのプロジェクトを公募した。 

1. ソフトウェア開発のためのツール/フレームワーク/言語/手法 

2. ミドルウェア（DB、検索エンジン、アプリケーションサーバ、高可用クラスタなど） 

3. コミュニケーションツール 

4. ビジネスツール 

5. ビジネスモデルを実現するソフトウェア 

6. ITを使う現場の問題を解決するソフトウェア 

 

 2007 年度は特定の技術分野での募集という形ではなく、「起業、事業化」「技術」「ビジネス

モデル」「コミュニケーションツール」という 4 つの切り口を設定しての募集という形をとった

のであるが、応募数が多い割にはこちらの意図するテーマとは異なったものも少なからず

あった。双方の解釈にズレが生じるのはよくないとの観点から、2008 年度は具体的に技術

分野を特定した形で募集を行った。この結果、応募数は減ったが、こちらが意図するテーマ

の割合が増えた。結果的にはよかったと考えている。 

 

 プロジェクト管理については、2007年度に引き続き、グループウェアを用いて常時ディスカ

ッションできる環境を構築し、それと合わせて、キックオフミーティング、毎月の定例ミーティ

ング、中間合宿、および最終報告会を行った。 

 

 キックオフ、中間合宿、および最終報告会においては、勝屋PMや松原PMと合同で行い、

クリエータ同士の交流を図ることができた。 

 

 最終報告会では未踏での成果をもとに起業された方をゲストとしてお呼びしパネルディス

カッションを行うなど、違った角度からのアドバイスを未踏の先輩から現クリエータに対して

行えたと考えている。 

 

１．プロジェクト全体の概要 



 

 

 募集したテーマは「1.プロジェクト全体の概要」で述べたとおりであるが、プロジェクト採択

時の審査基準としては、まず書類審査の段階で、以下の基準を設けた。 

 従来技術よりもいかに優れているか 

 優位性を論理的に説明できているか、もしくは、PM の主観で良さが直観的に感じられ

るか 

 開発者のセンス、開発力、遂行力 

 普及する可能性（できるだけ多くの人に影響をあたえるもの） 

 

 さらに、前回の経験を踏まえ、あらかじめ NGなテーマを応募者の方に理解してもらう意図

も込めて、PMの視点から「採択しないプロジェクト」という基準を以下の通り提示した。 

 受託開発的なプロジェクト 

 特定の業務に向けた、一部の人しか使わないようなソフトウェア 

 受託開発を支援する開発ツールは、この限りではありません。 

 優位性を論理的に説明できていない提案 

 よくある例「画像、動画、ブクマ、テキストなどをシームレスにタグ付けできるシス

テム」 

※ Flickr、YouTube、はてなブックマークなどのカテゴリーキラーが優勢な実情と

照らし合わせて、優位性の説明に説得力を持たせる必要があります。 

 

 以上の基準に照らし合わせて書類審査を通過したプロジェクトについて、さらにヒアリング

を行った。ヒアリングでは応募プロジェクトについて質疑を行うと同時に、書類審査では判断

することが難しい審査基準である「開発者のセンス、開発力、遂行力」を会話の中から推し

量り、最終的に採択するプロジェクトを決定した。 

 ２件採択する判断を行ったが、１件についてはキャンセルが発生し、最終的には１件のみ

のプロジェクトとなった。 

 

 

 

 キックオフ、中間合宿などのイベントが予定されていない月には定例ミーティングを行うこ

とにより、最低月 1 回は進捗状況を把握する機会を設定したことは、クリエータに対しフィー

ドバックを早めに与える点でよかったと考えている。クリエータの能力に依存する部分が大

きいが、全過程を通して、目立つ遅れは発生せず、順調に進めることができた。 

２．プロジェクト採択時の評価（全体） 

３．プロジェクト終了時の評価 


